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　産業革命以降全球平均地上気温が2℃上昇する近未来(2030-2050年頃)の気候を想定したアンサンブル気候

予測データセット(d2PDF)に基づいて、北太平洋上空200hPaにおける晴天乱気流の発生頻度とその季節性の

将来変化を推定した。その結果、現在気候において中緯度北太平洋に横たわる高発生頻度領域の南側に

沿って、北太平洋中西部の広い範囲で晴天乱気流が減少することが予測された。一方、現在気候の高発生頻度

領域の外側では現在気候に比して相対的な増加が目立つようになり、乱気流遭遇リスクの増加が示唆され

た。Climate Model Intercomparison Project Phase-5 (CMIP5)の6つの気候モデルの海面水温の将来変化パ

ターンを用いて、海面水温の将来予測の不確実性に起因する晴天乱気流発生頻度の将来予測の不確実性につい

て、初めて調査した。その不確実性は北半球冬季および春季に大きく、ジェット気流および上層の総観規模擾

乱の活動の将来予測の不確実性と関連深いことが見出された。
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